
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

元
々
、
税
、
社
会
保
障
、
災
害

の
３
分
野
に
限
定
さ
れ
、
カ
ー

ド
の
取
得
は
任
意
で
あ
り
、
義

務
で
は
な
い
。
国
に
よ
る
全
国

民
の
所
得
や
資
産
、
医
療
や
教

育
な
ど
、
膨
大
な
デ
ー
タ
が
集

積
さ
れ
る
。
個
人
情
報
の
漏
え

い
や
悪
用
が
懸
念
さ
れ
、
中
で

も
医
療
デ
ー
タ
は
、
究
極
の
個

人
情
報
。
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
を
地
方
交
付

税
の
算
定
に
反
映
す
る
と
ま
で

言
い
だ
し
た
。
問
題
が
多
す
ぎ

る
。
国
の
普
及
促
進
に
対
す
る

県
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な
る

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
様
々
な
場
面

で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続

き
市
町
村
と
協
力
し
普
及
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

県
民
益
か
ら
見
る
と
、
あ
る

知
事
は
「
国
の
制
度

な
の
に
都
道
府
県
に

責
任
を
負
わ
せ
、
成

績
が
悪
け
れ
ば
補
助

金
、
交
付
金
を
冷
遇

す
る
と
い
う
の
は
ほ

と
ん
ど
恫
喝
す
る
形

で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が

間
違
っ
て
い
る
」
と

批
判
し
て
い
た
が
、

ま
さ
に
そ
の
通
り

だ
、
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か

ら
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
る

石
炭
火
力
と
、
安
全
性
が
問
わ

れ
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い
原
発

は
さ
け
る
べ
き
。
県
内
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
高
い「
小
水
力
発
電
」

の
普
及
に
も
っ
と
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
質

し
ま
し
た
。

　

部
長
答
弁
で
は
、「
長
野
県

は
河
川
の
高
低
差
が
大
き
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
小
水
力
発
電
に

適
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
、

初
期
費
用
が
大
き
く
、技
術
面
、

手
続
き
面
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足

が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
支
援

を
す
る
ほ
か
、
環
境
省
が
提
供

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
デ
ー
タ
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
見
え
る
化

の
検
討
も
進
め
て
い
く
」
と
の

事
で
し
た
。

　

８
月
29
、
30
日
に
大
糸
線
を

実
際
に
利
用
し
視
察
及
び
沿
線

首
長
な
ど
と
懇
談
を
し
て
、
存

続
に
地
元
も
力
を
尽
く
す
と
の

強
い
思
い
を
感
じ
た
。
住
民
の

貴
重
な
交
通
手
段
で
あ
る
と
共

に
、
観
光
面
で
も
重
要
な
役
割

で
、
地
域
振
興
に
と
っ
て
も
大

切
で
あ
る
が
、
県
と
し
て
Ｊ
Ｒ

や
国
に
対
す
る
働
き
か
け
も
含

め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か

質
し
ま
し
た
。

　

知
事
答
弁
で
は
、「
沿
線
自

治
体
や
Ｊ
Ｒ
を
含
め
た
関
係
者

と
、
地
域
の
皆
様
の
生
活
利
用

や
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
し
つ

つ
あ
る
観
光
客
の
利
用
や
促
進

に
取
り
組
む
。
地
域
の
皆
様
の

思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
Ｊ

Ｒ
や
国
へ
の
働
き
か
け
を
し
て

い
く
」
と
の
事
で
し
た
。

ご意見・ご要望をお寄せください。
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　マイナンバーカードの普及のコマー

シャル料49億円との事です。

　マイナポイントを２度受け取った事例

が５００名以上。どうなっているのか。

健康保険証に運転免許証等、多機能に

なったらますます心配です。

９月県議会　本会議で一般質問

産
業
振
興
機
構
で
委
員
会
の
現
地

調
査

｜

救
命
救
急
医
療
機
器
「
真

空
成
形
型
式
副
木
」
を
体
験

（
８
月
18
日
）

両
も ろ ず み

角友
と も な り

成県議会報告

産業観光企業委員会報告

　観光では、今年度を復興元年と

位置付け実施計画を立てるなど、

何とかしたい、よくしたい、の思

いは理解するが、どうしてもイン

バウンドに頼ろうとする方向はい

かがだろうか。

　医療・介護現場を中心に、年次

休暇取得の困難さ、不況の長期化

による家計消費支出、自由時間関

連支出及び旅行関連支出の伸び悩

み、ここにきて物価高騰を直視す

ることが必要。インバウンドや高

額所得者のみが結果として利用す

るような観光政策にならないよう

指摘をしました。

観光部
　産業関係では、技術専

門校の入校者が木曽の上

松校以外、佐久・長野・

松本・岡谷・飯田校とも

定員の半数以下となって

いる。技術専門校は、雇用保険を受給しなが

らも学べ、手に職をつけることが出来る大切

な人材育成の場であると認識している。もっ

と存在感を示してほしい。

　答弁では、「雇用情勢が良いこと、大学へ

の進学率が上がり、入校者が減っている。ハ

ローワーク等と連携を強める」との事でした。

＊日本建築を継承するために、「建築大工」

になる練習科は、是非残してほしいと要望

しました。

産業労働部

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
小
水
力
発
電
」
の

普
及
を
積
極
的
に

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
と
指

摘
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
大
糸
線

の
存
続
を

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に

対
す
る
県
の
姿
勢
は

　企業局では、技術面での支援を行い、「小水力発電」

の普及に引き続き力を入れていただきたいと要望。

　水道事業では、上田長野地域水道事業広域化に向

けた取り組みの説明を受けました。私からは、給水

人口減少は理解するが、水道事業は専門性が高く、

管路の敷設場所等知り尽くしているような方は大切

な人材。広域化では難しい小回りも利く。地域要望

を汲んでほしいと指摘しました。

企業局

◎質問を終えて◎


